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北
秋
田
市
の
国
民
健
康
保
険
は
、
全
国
的

な
傾
向
と
同
じ
く
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
に
起
因
す
る
被
保
険
者
の
減
少
と
、
こ

れ
に
伴
う
保
険
税
収
入
の
減
少
、
被
保
険
者

の
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
な
ど
と
い
っ
た

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
増
加
と
な
る
要
因

を
抱
え
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
い

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
事
業
年
報
に
よ
る

被
保
険
者
数
は
、
前
年
度
よ
り
４
・
７
％
減

と
な
り
ま
し
た
が
、
前
期
高
齢
者
が
占
め
る

割
合
は
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
の
61
・
３
％
と

な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
、６
年
度
は
単
年
度
収
支

を
均
衡
さ
せ
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

繰
入
を
行
い
、
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

事
業
運
営
に
お
い
て
は
、
加
入
者
一
人
あ
た

り
の
税
収
の
増
加
は
難
し
い
状
況
と
捉
え
て

お
り
、
国
保
財
政
健
全
化
の
た
め
に
、
レ
セ

プ
ト
の
点
検
強
化
に
よ
る
医
療
費
適
正
化
を

図
る
ほ
か
、
令
和
６
年
３
月
に
策
定
し
た
第

２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
、
第
４
期
特
定
健

康
診
査
等
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
被
保
険
者

の
健
康
の
保
持
増
進
に
取
り
組
み
、
結
果
と

し
て
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

北
秋
田
市
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
月
に

１
回
、
最
終
月
曜
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
、
無
料
で
体
組
成
測
定
を
行
う
「
自

分
測
定
日
」
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保

健
師
が
２
人
体
制
で
午
前
・
午
後
交
代
し
な

が
ら
、
体
組
成
測
定
と
測
定
結
果
の
説
明
を

行
う
事
業
で
す
。

　

今
年
度
で
８
年
目
を
迎
え
、
口
コ
ミ
も
あ

り
一
日
の
利
用
者
は
平
均
１
１
０
人
と
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
20
歳
代
か
ら
90
歳
代
の

幅
広
い
年
代
の
方
が
利
用
し
て
お
り
、
若
い

世
代
で
は
仕
事
帰
り
に
利
用
す
る
方
も
い
ま

す
。

　

利
用
者
の
多
く
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
で
毎
月

欠
か
さ
ず
利
用
す
る
方
、
数
か
月
に
一
度
定

期
的
に
利
用
す
る
方
な
ど
利
用
の
頻
度
は

様
々
で
す
。
利
用
者
に
は
、
年
間
日
程
・
氏

名
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
記
入
さ
れ
て
い
る
名
刺

総世帯数	 13,354世帯
総 人 口	 27,782人
国保世帯数	 3,979世帯
国保加入割合	 19.5％
収納率（令和5年度決算）
　現年課税分	… 97.03％
　滞納繰越分	… 18.99％

国保の概況
（令和7年1月31日現在）

秋田内陸線と森吉山／秋田県を南北に縦断する「秋田内陸線」は、北秋田市と仙北市にまたがる全長
94.2kmのスマイルレール。のどかな日本の里山原風景の中で笑顔を乗せて走っています。

表紙
写真

サ
イ
ズ
の
「
自
分
測
定
日
カ
ー
ド
」
を
配
布

し
、
測
定
日
を
忘
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
師
が
測
定
結
果
を
説
明
し
た
後
、
利

用
者
か
ら
食
事
や
運
動
な
ど
日
頃
の
取
組
に

つ
い
て
話
し
て
も
ら
い
、
食
事
や
運
動
の
振

り
返
り
を
し
な
が
ら
保
健
師
が
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
改
善
策
を
一
緒
に

考
え
ま
す
。
利
用
者
に
は
、「
ま
た
来
月
に

向
け
て
頑
張
り
ま
す
。」
と
笑
顔
で
帰
っ
て

も
ら
え
て
い
ま
す
。

　

測
定
を
き
っ
か
け
に
自
身
を
見
つ
め
直
し

日
頃
の
生
活
を
振
り
返
る
、
そ
し
て
新
し
い

自
分
を
つ
く
っ
て
い
く
、
ま
さ
に
「
自
分
測

定
日
」
で
す
。
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
利

用
者
と
保
健
師
が
顔
な
じ
み
に
な
り
、
時
に

は
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
じ
っ
く
り
話
し
て

い
く
方
も
お
り
、
健
康
相
談
の
場
に
も
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
友
人
や
家
族
と
一
緒
に
利

用
す
る
方
も
多
く
お
り
共
に
外
出
す
る
機
会

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
測
定
後
に
一

緒
に
食
事
に
出
か
け
る
な
ど
、
健
康
の
輪
・

交
流
の
輪
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

６
年
度
か
ら
は
、高
齢
福
祉
課
が
行
う「
脳

年
齢
測
定
」
も
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
脳

年
齢
測
定
は
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
押
し
な
が

ら
ゲ
ー
ム
感
覚
で
脳
の
機
能
年
齢
を
判
定
す

る
も
の
で
、
こ
ち
ら
も
大
変
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

　

メ
タ
ボ
予
防
を
目
的
と
し
て
開
始
し
た

「
自
分
測
定
日
」
で
す
が
、
今
で
は
「
フ
レ

イ
ル
予
防
」
の
意
味
合
い
も
大
き
く
な
り
、

若
い
世
代
に
は
「
メ
タ
ボ
予
防
」、
高
齢
者

は
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
の
２
本
柱
に
な
っ
て

い
ま
す
。
健
康
を
「
つ
く
る
」
も
「
守
る
」

も
自
分
自
身
、
充
実
し
た
人
生
を
支
え
る
た

め
に
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
市
民
が
「
自
分
測

定
日
」
を
利
用
し
、
自
分
の
身
体
に
関
心
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

保険者
紹介

保
健
事
業
の
取
り
組
み
保
健
対
策
シ
リ
ー
ズ

No.
396

「
自
分
測
定
日
」の
取
り
組
み

�

～
月
1
回
自
分
の
体
を
知
ろ
う
～

脳年齢測定

会場風景

　
事
業
健
全
化
と
安
定
化

国
保
の
取
り
組
み

北秋田市

マイナ保険証の未来

北秋田市　市民生活部
市民課長

畠
はたけやま

山 孝
た か ひ で

秀 氏
（令和７年３月現在）

　役所に勤めた42年前、まだワープロもな
くタイプによる活字といえば戸籍と議案の
み、それ以外の庁内文書はほぼ手書きでした。
その後、効率化の御旗の下、電算化・電子化・
デジタル化が進められるも、業務量は増すば
かり。（電算化等、進まなかったら業務はもっ
と大変なのも事実）巨額の公費を投じたマイ
ナンバーカード（マイナ保険証）が国民生活
に浸透し、多くの国民がその利便性を享受す
る時代が到来することを願っています。

国保主管課長からの一言

住民が主役の“もり”のまち

北秋田市

　北秋田市は秋田県北部の中央に位置し、県全体の約1割を占める広大な
面積の中に空港・高速道路・JR・秋田内陸線があり、交通の要衝となっ
ています。
　また、世界一の大きさを誇る「綴子の大太鼓」、熊の狩猟で知られる「阿
仁マタギ文化」、世界文化遺産の「伊勢堂岱遺跡」など、魅力がいっぱい
です。最近では、“花の百名山”として名高い「森吉山」の国立・国定公園
指定を目指して取り組んでいます。

自分測定日カード
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　本会は２月26日（水）、第139回通常総会を市町村会
館大会議室において開催した。
　開会にあたり齊藤理事長（能代市長）が挨拶に立ち、

「国においては、『経済財政運営と改革の基本方針2024』
が昨年６月に閣議決定され、全世代型社会保障の構築
を着実に推進するとともに、国保連合会に関連する事
項として、審査支払機関による医療費適正化の取り組
みの強化についての実効性が求められたところである。
本会としては、基幹業務である審査支払業務の円滑な
運営に努めるとともに、
データヘルスを活用した
予防・健康づくりや重症
化予防等、保健事業を通
じて医療費適正化に資す
るよう保険者支援や、共
同処理業務の効率化に努
めてまいりたい。」と述
べた。
　その後、古谷常務理事が業務報告を行い、事務局か
ら令和７年度事業計画・歳入歳出予算について説明を
行った。令和７年度事業計画については、「令和５年の
全世代型社会保障法の一部改正により、国保連合会の
業務運営の基本理念において、レセプトの分析等を通
じた医療費適正化に努めることとされており、医療費
適正化の取り組みはより一層の強化が求められている。
保険者努力支援制度においても、国により医療費適正
化効果のある評価項目の重点化が図られていることか

ら、保険運営の安定化に資するよう、保険者による医
療費適正化の取組に対する支援を引き続き推進する。」
などとした基本方針のほか、７つの重点目標である（１）
国保制度の改善強化と国保事業安定化の推進、（２）保
健事業等の支援及び医療費適正化対策の推進、（３）特
定健診等データ管理事業
の円滑な運営、（４）診
療報酬等審査支払業務の
充実強化、（５）保険者
共同処理業務の円滑な実
施、（６）介護保険関係
業務等の充実強化、（７）
障害者総合支援関係業務
の充実強化に基づいた各事業計画について説明した。
　議事は慎重な審議の結果、すべて原案のとおり可決
された。（議案等については、本会ホームページに掲載
しています。）
　また、同日に第５回理事会が開催され、令和６年度
補正予算等が原案のとおり可決された。

4月
17日 審査委員会（18、19、21、

22日）/柔整審査会

18日 診療報酬再審査部会

21日 審査専門部会

22日 審査小委員会/合同研究会

23日 介護給付費等審査委員会

24日 鍼灸等審査会

30日 特定健診等データ管理シス
テム操作研修会（5月1日）

5月
15日 柔整審査会

19日 国保・後期高齢者ヘルスサ
ポート事業研修会

22日 審査委員会（23、24、26、
27日）

23日 診療報酬再審査部会

26日 審査専門部会

27日 審査小委員会/合同研究会/
介護給付費等審査委員会

29日 鍼灸等審査会

6月
2日 KDBシステム操作等研修会
（3日）

19日 審査委員会（20、21、23、
24日）/柔整審査会

20日 診療報酬再審査部会

23日 審査専門部会

24日 審査小委員会/合同研究会

25日 介護給付費等審査委員会

26日 鍼灸等審査会

連合会 Topics
連合会行事についてはHPをご覧ください　https://www.akita-kokuhoren.or.jp　本会は２月26日（水）、令和６年度国保事業功労者表彰式を市町村会館大

会議室において挙行し、長年にわたり国民健康保険事業に多大な功績を挙げ
られた８名を表彰した。
　表彰式では、本会の齊藤理事長から被表彰者に表彰状と記念品が授与された
ほか、被表彰者を代表して、介護給付費等審査委員会委員の宮下 正弘氏が「本
日は栄誉ある表彰をいただき、心より感謝申し上げる。地域住民が健康で明
るい社会生活を営むことができるよう、医療保険制度の中核である国保制度
に携わる者として、それぞれ職務は異なるが業務を遂行してきた。国保制度
の更なる安定化を目指し、努力を尽くしていかなければならない。この度の
受賞を励みとし、国保事業の充実と更なる発展に寄与してまいりたい。」と
謝辞を述べた。

　本会は２月10日（月）及び３月３日（月）に保健事
業支援・評価委員会をオンラインにて開催し、併せて
12保険者等から担当者44名が出席した。
　当日は、保険者が実施する糖尿病性腎症重症化予防
事業や特定健診未受診対策事業等のほか、一体的実施
事業や県が実施する国保ヘルスアップ支援事業等につ
いて協議を行った。

　事業参加者を増やす方法や受診率を上げる方法等に
ついて、それぞれの保険者に合わせた協議ができるよ
うに全て個別支援で行った。
　委員会終了後には、参加した保険者が一堂に会した
情報交換が行われ、他保険者の取組への質疑や困難事
例への対処方法など、意見交換が行われた。

国保制度の更なる安定化を
目指して、思いを新たに
令和6年度国保事業功労者表彰式

第139回通常総会
令和7年度事業計画・予算等可決承認される

第5回・第6回保健事業支援・評価委員会
保険者実施の保健事業を協議

事務局による説明の様子

挨拶に立つ齊藤理事長

議長を務める田川三種町長

〇国民健康保険診療報酬審査
　委員会委員
� 小野崎　圭　助
　� 森　田　裕　己

〇介護給付費等審査委員会委員
　� 宮　下　正　弘

〇国民健康保険運営協議会委員
� 北秋田市　　米　倉　芳　孝
� 湯 沢 市　　芳　賀　久　志
� 五城目町　　北　島　弘　宇
〇市町村国民健康保険担当職員
　秋 田 市　　三　浦　邦　一

〇国民健康保険団体連合会職員
　� 夏　井　　　聖

令和６年度国保事業功労者表彰式 被表彰者（敬称略）

右：謝辞を述べる宮下 正弘氏

連合会行事予定
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〇
自
発
的
な
生
活
改
善
を
促
す
た
め
に

　

三
種
町
で
は
、
集
団
健
診
や
医
療
機
関
方

式
に
よ
る
特
定
健
診
の
結
果
が
来
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
適
宜
、
特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
年
齢
や
リ
ス
ク
の
数
に
よ
っ
て
、「
積

極
的
支
援
」
と
「
動
機
付
け
支
援
」
に
分
け

て
実
施
し
て
お
り
、
40
～
64
歳
の
対
象
者
の

内
、
血
糖
・
中
性
脂
肪
・
血
圧
・
喫
煙
と
い
っ

た
リ
ス
ク
の
数
が
多
い
方
は
、
積
極
的
支
援

で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
65

歳
以
上
の
方
は
リ
ス
ク
の
数
に
関
わ
ら
ず
一

律
で
、
動
機
付
け
支
援
と
な
り
ま
す
。

　

動
機
付
け
支
援
で
は
、
初
回
面
談
の
３
か

月
後
に
「
生
活
状
況
確
認
シ
ー
ト
」
を
送
付

し
て
支
援
終
了
と
な
り
ま
す
が
、
リ
ス
ク
に

多
く
該
当
し
た
方
へ
実
施
す
る
積
極
的
支
援

で
は
、
初
回
面
談
の
１
か
月
後
と
２
か
月
後

に
確
認
シ
ー
ト
を
送
付
し
て
腹
囲
や
体
重
を

記
入
し
て
も
ら
う
ほ
か
、
３
か
月
後
に
評
価

面
談
を
通
し
て
振
り
返
り
を
行
っ
て
か
ら
終

了
と
な
っ
て
お
り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
回
数
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
回
面
談
の
際
は
、
目
標
体
重
の
設
定
と

達
成
す
る
た
め
の
行
動
計
画
を
作
成
し
ま

す
。
面
談
は
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
で
対
応

し
て
お
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
設
け
て

い
る
体
組
成
計
測
定
日
の
案
内
、
体
重
記
録

表
の
活
用
の
勧
奨
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
指

導
で
は
前
年
と
の
比
較
や
数
年
単
位
で
改
善

に
つ
な
が
っ
た
と
こ
ろ
を
評
価
し
な
が
ら
、

次
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
一
緒
に
考
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
と
感
じ
て
い
る
点
は
、
毎
年
指
導
対

象
に
上
が
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
へ
の
対
応
で

す
。
改
善
の
た
め
に
は
、
い
か
に
自
分
の
健

康
状
態
に
気
づ
き
、
自
ら
生
活
改
善
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
促
し
を
で
き
る
か

が
鍵
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
数
か
月
の

保
健
指
導
が
終
わ
っ
た
後
も
、
１
年
後
の
健

診
を
見
据
え
て
継
続
可
能
な
生
活
改
善
の
行

動
計
画
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
生
活
状
況
を
把
握
し
て

各
々
に
あ
っ
た
計
画
や
目
標
を
立
て
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
物
価

高
の
影
響
か
ら
野
菜
が
高
騰
し
て
買
え
な
い

と
い
う
声
も
多
く
、
経
済
的
な
理
由
で
総
菜

や
菓
子
パ
ン
で
済
ま
せ
る
方
も
お
り
、
難
し

さ
も
あ
り
ま
す
。
嗜
好
品
で
あ
る
ア
ル
コ
ー

ル
や
タ
バ
コ
の
改
善
は
特
に
難
し
い
で
す

が
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
摂
取

量
を
教
え
な
が
ら
自
分
の
一
日
の
飲
酒
量
等

を
見
つ
め
直
し
て
も
ら
い
、
少
し
ず
つ
減
ら

す
よ
う
に
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
が
、
健

診
異
常
放
置
者
や
糖
尿
病
重
症
化
予
防
対
策

事
業
の
受
診
勧
奨
対
象
者
と
し
て
も
抽
出
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保
健
指
導
と
受
診

勧
奨
の
ど
ち
ら
で
進
め
る
べ
き
か
悩
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
特
定
保
健
指
導
に
来
な

か
っ
た
方
へ
糖
尿
病
重
症
化
予
防
の
受
診
勧

奨
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
等
、
臨
機
応
変
に
対

応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

資
格
が
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
に
移
行
し

て
か
ら
も
、
一
体
的
実
施
事
業
で
高
血
圧
未

治
療
受
診
勧
奨
の
対
象
と
な
る
方
も
い
ま

す
。
国
保
の
う
ち
に
保
健
指
導
を
通
じ
て
生

活
習
慣
を
改
善
し
て
も
ら
う
か
、
保
健
指
導

に
参
加
さ
れ
な
い
方
の
場
合
は
健
診
結
果
の

状
況
を
見
な
が
ら
受
診
勧
奨
で
治
療
に
繋
げ

る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

〇
「
運
動
」
と
「
食
事
」
の
両
面
か
ら

改
善
を

　

面
談
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
の
ほ
か
、
生

活
習
慣
病
予
防
対
策
と
し
て
健
康
教
室
や
運

動
教
室
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
特

定
健
診
受
診
者
が
多
い
８
月
～
10
月
の
集
団

健
診
後
に
合
わ
せ
た
時
期
に
開
催
し
、
運
動

と
食
事
の
両
面
か
ら
生
活
習
慣
病
予
防
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
教
室
は
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
て
開
催

し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
で
は
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
教
室
、
味
噌
汁
塩

分
濃
度
測
定
・
減
塩
に
関
す
る
健
康
講
座
、

た
ば
こ
と
健
康

影
響
に
関
す
る

健
康
講
話
、
男

性
向
け
健
康
教

室
を
開
催
し
ま

し
た
。
過
去
に

は
、
骨
粗
鬆
症

や
減
塩
の
調
理

実
習
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
な
ど

も
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
て
い
ま

す
。

　

料
理
教
室
で

は
、
レ
シ
ピ
を

栄
養
士
に
作
成

し
て
も
ら
い
、

大
体
４
品
程
度

（
ご
飯
、
副
菜
、

主
菜
、
汁
物
）

で
１
食
分
を
作

り
ま
す
が
、
汁

物
の
塩
分
を
控

え
目
に
す
る
等
の
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
調
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

運
動
教
室
の
方
で
は
、
ス
テ
ッ
プ
台
を
用

い
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
と
い
っ
た
、
有
酸

素
運
動
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
か
ら

運
動
を
習
慣
に
す
る
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
、
運
動
教
室
を
開
催
し
て
い
る
目

的
も
あ
る
の
で
、
教
室
に
参
加
し
た
日
だ
け

で
は
な
く
、
運
動
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
な
町
の

様
々
な
団
体
な
ど
か
ら
、
自
分
に
合
っ
た
運

動
を
見
つ
け
て
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
対
象
者
の
方
へ
も
、
運
動

教
室
や
健
康
教
室
へ
の
参
加
勧
奨
を
初
回
面

談
等
の
際
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
運
動
教
室

へ
の
参
加
者
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
の
が
実

態
で
す
。
関
心
が
薄
い
方
や
保
健
指
導
を
希

望
さ
れ
な
か
っ
た
方
か
ら
の
参
加
を
促
せ
る

仕
組
み
づ
く
り
が
今
後
は
必
要
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
他
の
自
治
体
の
事
例
を
調
べ
な
が

ら
三
種
町
に
合
っ
た
取
り
組
み
や
環
境
づ
く

り
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

〇
実
施
率
か
ら
見
た
課
題
点

　

三
種
町
の
過
去
５
年
間
に
お
け
る
特
定
保

健
指
導
実
施
率
等
は
、表
１
の
と
お
り
で
す
。

令
和
２
年
度
ま
で
は
、
特
定
健
診
結
果
を
送

付
し
た
後
に
初
回
面
談
の
案
内
を
送
っ
て
い

ま
し
た
が
、
町
の
目
標
値
を
下
回
る
実
施
率

が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
令
和
３
年

度
か
ら
は
対
象
者
へ
結
果
を
送
付
せ
ず
に
特

定
健
診
結
果
の
返
却
日
を
提
示
し
た
上
で
受

け
取
り
に
来
て
も
ら
い
、
結
果
返
却
と
同
時

に
初
回
面
談
を
実
施
す
る
手
法
へ
変
更
し
ま

し
た
。

　

手
法
変
更
後
は
特
定
保
健
指
導
実
施
率
が

上
昇
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
生
活
習
慣

が
改
善
さ
れ
た
た
め
か
支
援
対
象
者
割
合
も

少
し
ず
つ
減
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
初
回

面
談
ま
で
の
流
れ
を
変
更
し
た
効
果
は
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
町
の

実
施
率
目
標
は
達
成
し
て
い
て
も
県
の
平
均

実
施
率
（
令
和
５
年
度
：
20
・
8
％
）
と
比

較
す
る
と
ま
だ
下
回
っ
て
い
ま
す
の
で
、
追

い
付
く
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
手
法
に
変
更
し
て
か
ら
数
年

経
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
最
初
か
ら
「
健
診
結

果
を
送
付
し
て
ほ
し
い
」
と
連
絡
さ
れ
る
リ

ピ
ー
タ
ー
の
方
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
方
へ
は
保
健
指
導
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
受
診
勧
奨
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ

き
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
保
健
指
導
で
言
わ
れ
た
こ
と
を
今
で
も

続
け
て
い
る
」
と
い
う
嬉
し
い
声
を
貰
う
時

も
あ
り
ま
す
が
、「
続
け
て
い
て
も
健
診
結

果
が
変
わ
ら
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
を
貰
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
活
改
善
の
た
め
に
決

め
た
計
画
を
継
続
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し

い
と
こ
ろ
な
の
で
、
特
定
保
健
指
導
は
根
気

の
い
る
事
業
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

〇
住
民
全
体
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
に

向
け
て

　

何
年
か
保
健
指
導
を
し
た
こ
と
で
健
診
結

果
が
改
善
さ
れ
た
方
や
、
毎
年
保
健
指
導
の

対
象
に
な
っ
て
し
ま
う
方
で
も
体
重
測
定
の

記
録
を
継
続
さ
れ
た
り
、
タ
バ
コ
や
飲
酒
を

控
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
生
活
改
善
に

結
び
つ
い
た
方
も
い
ま
す
。
特
定
保
健
指
導

対
象
者
に
限
ら
ず
、
住
民
全
体
が
健
康
を
自

己
管
理
で
き
る
よ
う
に
、
血
圧
記
録
や
体
重

測
定
を
日
々
の
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
は
、
保
健
指
導
対
象
者
の
リ
ス

ク
因
子
で
も
特
に
血
圧
が
一
番
多
い
の
で
、

開
催
し
て
い
る
健
康
教
室
で
も
減
塩
、
野
菜

の
摂
取
、
運
動
等
の
正
し
い
知
識
や
実
践
し

や
す
い
内
容
を
考
え
な
が
ら
発
信
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
か
ら
管
理

栄
養
士
が
配
属
さ
れ
た
の
で
、
栄
養
面
で
も

さ
ら
に
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
評
価
で
は
所

感
に
よ
る
振
り
返
り
が
多
く
、
実
績
の
数
値

を
踏
ま
え
た
評
価
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
実
施
率
ば
か
り
に
着
目

し
が
ち
な
の
で
、
対
象
者
の
減
少
率
や
支
援

別
対
象
者
割
合
の
推
移
と
い
っ
た
法
定
報
告

を
確
認
し
て
、
数
値
と
自
分
の
所
感
を
合
わ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
か
ら

　 

継
続
し
た
自
己
管
理
へ

�

～
健
康
講
座
や
料
理
・
運
動
教
室
で
生
活
改
善
の
き
っ
か
け
を
～

あきたをあきたを

ヘルス
アップ

シリーズ
企画

07
三種町
健康推進課

〔表１〕
平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

支援対象者割合 11.5% 11.9% 11.3% 9.3% 9.9%

特定保健指導実施率※ 11.6% 12.4% 24.1% 22.0% 18.3%

実施率目標 14.0% 15.0% 16.0% 17.0% 18.0%

※特定保健指導実施率…特定保健指導対象者に対する特定保健指導実施者の割合

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
保
険
者
で
力
を
入

れ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
保
健
事
業
に
つ

い
て
、
担
当
者
の
方
の
生
の
声
を
お
聞
き

し
ま
す
。
保
健
事
業
を
と
り
ま
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
中
で
、
各
保

険
者
の
保
健
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
情

報
提
供
し
、
保
険
者
の
各
事
業
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

三種町健康推進課　主任

狩
か り も と

元 菜
な の か

乃花 さん
略歴：
令和2年 入庁 健康推進課保健係

この方にお話を
うかがいました
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コクホ
食堂

おい
しく低カロリー

協力：公益社団法人
秋田県栄養士会

菜の花と新玉ねぎの
　  クリームスパゲッティ

 【1人分の栄養量】
エネルギー ：597kcal
たんぱく質 ：27.5g
脂　　質 ：18.4g
炭水化物 ：86.3g
食塩相当量 ：2.3g

秋田県栄養士会
地域活動職域事業部　管理栄養士

作り方

春野菜をとる
今月のテーマ

田村 ほのか さん
たむら

　春を告げる野菜である菜の花にはビ
タミンCが豊富に含まれ、皮膚や粘膜の
健康維持に役立ちます。牛乳を使用す
ることでコクが生まれ、少ない塩分で
も美味しく召し上がっていただけます。

栄養士の
ワンポイント
アドバイス

❶スパゲッティは塩（分量外）を加えたお湯で、商品の表示
より1分程度短い時間で茹でます。
❷菜の花を洗い、２～３つ切りにします。水分を残したまま耐
熱容器に入れてラップをかけ、電子レンジ（600W）で1分
30秒加熱します。
　火が通ったら冷水で冷やし、水気を絞ります。
❸玉ねぎは薄切りにし、しめじは石づきをとってほぐしておき
ます。
❹熱したフライパンにバターを入れ、玉ねぎとしめじを加え
炒めます。
❺玉ねぎが柔らかくなったら汁気を切ったツナとAを加え一
煮立ちさせます。
❻❶を加えて塩、コショウで味を調えます。
❼お皿に盛り付け、菜の花を添えてお好みで桜えびを散らし
て完成です。

【材料2人分】
・スパゲッティ（乾） 200g
・菜の花 1/2束（100g）
・しめじ 1/2パック（50g）
・新玉ねぎ 1/2個（200g）
・ツナ缶（油漬け） 小1缶（70g）
・有塩バター 10g
　     牛乳 100mL
   A   粉チーズ 大さじ2
　     顆粒コンソメ 小さじ1/2
・塩、コショウ 少々
・桜えび お好みで
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